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第１ 男女共同参画センターの概要 

１ 設置目的 

  男女共同参画社会の実現をめざして、男女の自立と女性問題の解決を目指し市民の主体的な活

動と、エンパワーメントを支援し交流の場を提供すると共に、条例に基づき男女共同参画プラン推

進の拠点とする。 

２ 設立経緯と変遷 

平成８年 

 

平成９年 

平成１１年 

平成１４年 

平成１５年 

平成１６年 

平成１７年 

 

 

平成１８年 

平成２２年 

平成２６年 

平成２７年 

平成２８年 

令和元年 

令和２年 

令和３年 

 

３ 機能 

  女性問題の相談・男女共同参画の学習・研修、情報収集と提供、調査研究、市民活動支援等 

４ 施設概要 

  場所：コスメイト行橋1階 一部使用  約１６１平方メートル 

  部屋：研修室A・B【会議室】、交流（閲覧）スペース、託児室、事務室 

５ 開館 

  平日：月曜日から金曜日 ８時30から17時まで（土日祝、年末年始休館） 

６ 職員 センター長１名、職員２名 

７ 事業 

① 男女共同参画社会実現のための学習・啓発事業 

② 男女共同参画情報の収集・提供及び調査研究事業 

③ 男女共同参画に関わる市民活動団体の支援及び交流促進の場の提供 

④ 女性問題に関する相談 

⑤ その他男女共同参画社会実現のための活動支援 

 

 

・秘書企画課に「女性相談室」を設置 

 行橋女性会議（市民団体）発足（現 行橋男女共同参画ネット） 

・女性に関する市民意識調査実施 

・第一次行橋市男女共同参画プラン策定 

・女性相談員（DV専門相談）配置 

・男女共同参画に関する意識調査実施 

・「行橋市男女共同参画を推進する条例」施行 

・行橋市男女共同参画センター“る～ぷる”オープン（H17.６.23） 

 男女共同参画都市宣言 

 第二次行橋市男女共同参画プラン策定 

・女性人材バンク設置 

・第二次行橋市男女共同参画プラン 後期計画策定 

・男女共同参画に関する市民意識調査実施 

・第三次行橋市男女共同参画プラン策定 

・行橋市男女共同参画センター“る～ぷる”移転（旧行橋京都休日急患センター１階） 

・男女共同参画に関する市民意識調査実施 

・第三次行橋市男女共同参画プラン策定 後期計画策定 

・行橋市男女共同参画センター“る～ぷる”移転（R３.３.８）（コスメイト行橋１階） 
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８ センターの使用について 

① 研修室の利用については、センターの設置目的に応じて、「センター使用許可申請書」を7日

    前までに提出し、事前に使用申込みを行う。土・日・祝日の利用の場合は、使用する日の属す

     る月の１か月前の１日（１日が閉館日の場合は翌開館日）までに申請書を提出する。 

② 営利目的や特定の宗教、特定の政党の政治活動、受講料を徴収する講座や研修【資料代な

    ど実費負担は可】また、許可を受けないで物品販売や宣伝その他これらに類似する行為、そ

     の他管理上の規則に従わない時。 

③ 室内は禁煙、また火気は使用しないこと。 

９ 費用 研修室の使用は無料。ただし、市が認める共催事業等は減免とする。 

10 愛称 “る～ぷる”（H17.８.24）〔公募により決定〕 

  「ループ（輪）」と「ピープル（人々）」をあわせた造語で、人々が輪になって手をつなぎ、お互いが思

いやりの気持ちを持ち、明るいまちになるように、との願いが込められています。 

11 シンボルマーク（H17.11.５） 〔開設１周年記念に公募により決定〕 

明日へ向かって羽ばたこうとする人々の姿を蝶に重ね、拠点を「コ

スモスの花」で表現し、多くの人々が、る～ぷるに集い、交流を深め、

学び、エンパワーメントし、生きる力（自立）の源となる男女共同参画

社会作りの大切な拠点になるように、との願いが込められていま

す。 
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第２ 令和４年度事業の実施状況 

１ 啓発イベント 

（１）第1７回る～ぷるフェスタ（P.５） 

「男女共同参画推進月間」の６月に合わせて、講演会やパネルディスカッション、マルシェ等を実

施。当日は、５５０名が参加した。 

（２）第22回ゆくはし男女共同参画フェスティバル（後援事業） 

行橋男女共同参画ネット（市民団体）が主催する、男女共同参画社会を実現するためのイベント。

当日は、13８名が参加した。    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 講座の開催 

（１）公民館出前講座（P.６） 

市民に身近な地域活動の場において、男女共同参画への理解・関心を持つことを目的とした講

座。 

令和２年度から市内11校区の住民を対象に講座を実施。令和４年度は、仲津公民館で実施した。 

（２）市民企画講座（P.７～８） 

   市民自らが、男女共同参画に関する問題の解決や関心のあるテーマを企画し、市民意識の醸成

を図ることを目的とした講座。 

令和４年度は２団体より応募があり、講座を実施した。 

（３）ワーク・ライフ・バランスセミナー（P.9） 

市内企業等や子育て世代の方を対象とし、誰もが多様な働き方を選択でき、生活と仕事の調和

を図ることの重要性を伝え、理解を深めるための講座。 

（４）エンパワーメント講座（P.10～1４） 

   男女共同参画について市民の理解の浸透を図り、心身の健康や個人のエンパーワーメント（自分ら

しさ）を充実させるための講座。令和４年度は、７つの講座を実施し、計１１７名が受講した。 

３ 就労支援事業 

（１）医療事務講座 （P.1５） 

就労を目指す市民を対象に、初心者でも分かりやすく且つ実践的なプログラムを通して、医療

機関等で就労するために必要な知識を学ぶ連続講座。 

令和４年度は、１５名の募集に対して１３名の応募があり、定員以内の募集であったため1３名全

員が受講（途中退校１名）し、医療事務能力検定試験医科３級に１０名が合格した。 

 

開催日：令和４年９月 1０日（土） 

13：30～16：00（開場 13:00） 

テーマ：「持続可能な社会を目指して 

～かけがえのない今、そして未来へ～」 

会  場：コスメイト行橋 

内  容：映画上映「８２年生まれ、キム・ジヨン」 
     パネル展示 

後  援：行橋市・行橋市教育委員会、 

行橋市社会福祉協議会 
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（２）就職サポートセミナー （P.1５）〔福岡県子育て女性就職支援センター主催〕 

   上記の医療事務講座のプログラム内において、再就職の現状と具体的なアドバイスについてセ

ミナーを実施。 

（３）子育て女性就職支援センター出張相談〔福岡県子育て女性就職支援センター北九州主催〕 

 子育て中の女性を対象に、毎月第４木曜日にる～ぷる研修室にて出張相談を実施。 

 令和４年度は、相談者なし。 

 

４ 市民団体の育成・活動支援事業 

（１）行橋男女共同参画ネットとの連携・支援 

   毎月第１土曜日に、行橋中央公民館にて連絡協議会を実施。 

（２）登録団体の育成・支援（登録団体数１０団体、うち２団体休会中） 

   毎月第１月曜日に、る～ぷる研修室にて連絡会を実施。 

 

５ 広報活動 

・市 HP、市報、市公式 SNS にて随時イベント等掲載 

・スターコーン FM にて、令和４年度は計 2５回放送 

・令和４年度より「る～ぷる通信」を年４回（６.９.1２.３月）各２００部発行し、各公民館・リブリオ行橋

（図書館）、コスメイト行橋（複合文化施設）、ウィズゆくはし（総合福祉センター）等に配布した。  

〔※る～ぷる通信は、資料編 P.１６～３１に掲載〕 

 

６ 関係機関との連携 

毎年１１月１２日から２５日までの「女性に対する暴力をなくす運動」期間に合わせ、DV 防止街頭キャ

ンペーンを実施。 

令和４年度は、１１月１４日（月）にゆめタウン行橋店にて、本市人権政策課・婦人相談員、行橋警察署が

共同で実施したキャンペーンに、る～ぷる職員２名が参加した。 

また、１１月１５日（火）に福岡県（男女共同参画推進課）が主催したＪＲ小倉駅でのキャンペーンに、る～

ぷるセンター長が参加した。 

 

 

 

 

 

 

７ その他 

・「生理用品」配布事業  

令和３年 10 月 19 日に３つの市民団体から、240 セット 

の生理用品の寄贈を受けた。令和 3 年 10 月 25 日より、る 

～ぷると行橋生活相談センター（ウィズゆくはし内）の２か所で 

無償配布を開始した。 

 

【JR 小倉駅でのキャンペーンの様子】 

 

 

 

 

 

【配布カード】 

【令和４年４月～５年３月２日現在の配布】 

る～ぷる１８セット、生活相談センター４１セット 

計セット （昼用１個と夜用１個で１セット） 
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事業内容
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エンパワーメ ント 講座⑤⑥⑦
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２０２２．６ 

 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる情報紙 

行橋市男女共同参画センター 
る～ぷる 発行：行橋市男女共同参画センター 

 皆さんは、「行橋市男女共同参画を推進する条例」があることを御存じですか？ 
行橋市では、６月を男女共同参画推進月間、６月の第３土曜日を男女共同参画の 
日と定めております。国も６月２３日から２９日までを男女共同参画週間として 
様々な取り組みや啓発活動を行っています。 
 行橋市では、６月１１日（土）に第１７回る～ぷるフェスタを開催します。 
全体のテーマを「Have a happy life ～今、私にできること～」と題しまして、 
オープニングにみやこ町出身の山中恵理子さんによるヴァイオリン演奏、 
基調講演に福岡県男女共同参画センター「あすばる」の神﨑センター長を 
予定しています。その後、パネルディスカッションを開催することとしています。 
お昼からは、青豊高校ダンス部や京都高校のダンス部バトン部による演技、 
会場周辺には、２５店舗が軒を並べての「ぽかぽかマルシェ㏌る～ぷるフェスタ」 
を開催します。当日は、聴いて、見て、考えて、そして楽しんで下さい。 
多くの皆様のご来場をお待ちしております。 

今まで年１回発行していました「る～ぷる情報誌」を今年度から年４回することとしました。 

頑張って皆さんに男女共同参画の様々な情報をお届けしたいと思っていますので、どうぞ今年度もよろしくお

願い致します。 

 皆さんは、「生理の貧困」ということを聞いたことがありますか？全国的に、コロナ渦の中、
生理用品を買えない女性が増えています。昨年の１０月に、市内３つの女性団体から 
寄付を頂きまして、「る～ぷる」と「ゆくはし生活相談センター」（ウィズゆくはし内）の 
２ヶ所で、カードの提示により、一人１セットを無償で配布しています。是非、ご活用下さい。 

-16-



 
 
 

                            

 

 

 

 

 

 

   

 

   

     
 

  

 

 

 

 

 

 

 

スイスに本部がある世界経済フォーラムから先日２０２２年のジェンダー指数が公表され
ました。この指数は、「政治参画」「経済参画」「教育」「健康」の４つの分野のデータからなり、
０が完全不平等、１が完全平等を示しています。２０２２年の日本の総合スコアは、０．６５
６、順位は１５６ヶ国中１２０位でした。順位、スコアとも G7 先進７ヶ国中、最低レベル、
アジア諸国の中でも韓国や中国、ASEAN 諸国より低い結果となりました。 

 

 

では、私たちの住んでいる行橋市ではどうでしょうか？ 
行橋市に於ける参画状況、政策・決定の場の参画状況の現状を、見てみましょう。 
令和２年、初めての女性教育長が誕生し、令和３年、初めての女性教育部長が誕生しました！ 

行橋市の現状 

市政や職場など様々な場に 

おいて、多様な視点や立場から

の意見が反映されるためには、

性別にかかわらず平等に政策方

針決定過程へ参画できる体制の

整備が重要となります。 

 行橋市の各分野ごとの女性登

用の現状は左表の様になってい

ます。（審議会・委員会のデータは

2020 年度のものです。） 

 

小学校 教頭

小学校 校長

中学校 教頭

中学校 校長

市職員 係長

市職員 課長補佐

市職員 課長

市職員 部長

自治会長

市議会議員

審議会・委員会

6

9

6

5

84

2

50

13

176

17

184

5

2

0

1

15

1

6

1

7

3

52

行橋市に於ける女性参画の現状２０２２

男

女
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「モラハラ」って何？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体的暴力 

身体に対する暴力。刑法の傷
害罪や暴行罪に該当する行為
です。 

 
・殴る ・蹴る ・平手で打つ 
・髪を引っ張る ・首をしめる 
・引きずり回す ・物を投げる 
・刃物を突きつける など 

 

精神的暴力 

心無い言動等により相手の心を傷つけ
るもの。ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス
障害）に至った場合は、傷害罪として処
罰されることもあります。 
 

・口汚くののしる ・無視する 
・大声で怒鳴る  ・脅かす 
・侮辱的発言で傷つける 
・人前でバカにしたり、恥をかかせる 
・支配、独占しようとする 
・浮気を疑って責める 
・行動を監視する 
・勝手に携帯電話をチェックする 
・メールやアドレスを勝手に消す など 

子どもを利用した暴力 

・子どもに暴力をふるう 
・子どもの前で暴力をふるう 
・子どもに悪口を吹き込む 
・子どもを取り上げると脅す など 

性的暴力 

・嫌がっているのに性的行為を強要する 
・避妊に協力しない 
・見たくないのにポルノビデオを見せる 
・裸の写真を撮る など 

経済的暴力 

・生活費を渡さない・外で働かせない 
・借金をさせる・借りたお金を返さない 
・デート代を常に払わせる など 

配偶者や交際相手に対する暴力のことを、DV（ドメスティックバイオレンス）といい、殴る・

蹴る等の身体的なＤＶのほかに、大声で怒鳴る・経済的な自由をあたえてもらえない・パートナー

以外の人間関係を制限される・性行為を強要される・子どもに暴力をふるう等上記のような行為も

ＤＶです。ＤＶは犯罪となる行為を含む重大な人権侵害です。 

   少しでも当てはまる事があれば、我慢せず、一度相談して下さい。 

 

行橋警察署 

☎0930-24-5110 
緊急時は 110 番を！ 

 

行橋女性相談電話 

☎0930-25-1124 

月～金 9 時～16 時 

（祝日、年末年始は除く） 

 

最近よく耳にする「モラハラ」はモラルハラスメントの略で、これは精神的ＤＶにあたります。モ

ラハラ加害者は怖いという印象を与えるために、暴言や怒鳴り声を使います。一度恐怖心を植え付け

られると、実際に相手が怖いかどうか客観的な判断ができず、怖いという印象が先行してどんどん怖

くなっていきます。相手が怖いから言うことを聞いて我慢してしまう…。夫婦・恋人の関係で「怖

い」という感情が出てくる時点でおかしいのです。 

また、身体的 DV と違い、外からは分かりにくく、個人の捉え方の違いによって左右されやすいた

め「この程度の事だし考えすぎかも」「DV とまでは言えないから」と一人で抱え込み、相手に一方的

に加害されているのに、自分が悪いんじゃないかと自分を責める方も多いです。 

モラハラの提唱者であるマリー＝フランス・イルゴイエンヌは、精神的な暴力は肉体的な暴力と同

じ程度に、場合によってはそれ以上に人を傷つけるもので犯罪であると述べています。 

 

こ れ っ て
ＤＶかもと
思ったら 
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＊る～ぷるのシンボルマークは・・・＊＊ 

 
 
明日へ羽ばたこうとする蝶の羽の力強さに、人々

を重ねコスモスの花に拠点を表現。多くの人々が集
い交流を深め、様々な個性と能力が発揮できるよう
エンパワーメントし、男女共同参画社会づくりの大
切な拠点になるようにと願いを込めています。 

開設１周年記念に公募により決まりました。 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈予約・お問い合わせ先〉 

子育て女性就職支援センター 

    093-5３３-6６３７ 

 

相談日の 2 日前までに申し込みください。 

 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる 

 
 
 
 
 

 
開館時間  月～金曜日／午前８時３０分から午後５時まで 

＊イベントの場合は、土・日・祝日も開館します 
休  館  日  土･日曜日、祝日、 

年末年始（12 月 29 日～１月３日） 
✽研修室の利用について詳しくは、センターまで 
ご相談ください 

 
 

 
 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 

 

 
 

 

行橋市男女共同参画センター 

る～ぷる 

＊＊愛称の“る～ぷる”とは・・・＊＊ 
 
ループ（輪）とピープル（人々）をあわせた造語で、 
人々が輪になって手をつなぎ、お互いが思いやりの 
気持ちを持ち、明るいまちになるように、との願いが 
こめられています 

〒824-0005  
行橋市中央 1-９-３ コスメイト行橋１階   
TEL/FAX:0930-26-2232  

E-mail:d-center@tea.ocn.ne.jp 

  ～行橋市男女共同参画センター講座案内～ 

◆ 就業支援講座 ◆ 

医療事務講座（全２４回 60 時間） 

９月６日～1１月２９日（火・金）9：3０～１2：００ 

・受講料１1，５００円 

・別途教材費・受験料 1５，０００円 

（医科 3 級医療事務技能検定試験３級） 

＊詳細は、7 月１５日号の市報に掲載予定 

◆企画募集◆ 

市民企画講座（募集中） 

 男女共同参画社会の実現に関心を持ち、行橋市で 

活動する団体およびグループが行う講座を 4 企画 

募集。 

＊募集期間 ６月１日～６月３０日 

◆る～ぷる主催講座◆ 

「エンパワーメント講座」（予定） 

９月からは、「わたし磨き講座」「パパ・ママ子育

て講座」「ワークライフバランスセミナー」など、様々

な講座を予定しております。開催日時等は、決まり

次第、市報・ホームページに掲載します。 

＜る～ぷるからのお詫びとお願い＞ 

 新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、 

事業の延期や中止などで大変ご迷惑をおかけしておりま

すこと、心よりお詫び申し上げます。 

 今後の各事業につきましては、市報・ホームページなど

でお知らせして参りますので、よろしくお願いします。 
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基調講演

パネルディスカッション

Have a happy life ～今、私にできること～ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高校生と一緒に集合写真

 
 
 
２０２２．９ 

 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる情報紙 

行橋市男女共同参画センター 
る～ぷる 発行：行橋市男女共同参画センター 

令和４年６月１１日（土）ウイズゆくはし多目的ホールをメイン会場に、「第１７回る～ぷるフェ

スタ」を開催いたしました。昨年、一昨年とコロナ禍の中、開催することが出来ず大変残念に思っ

ていました。今年も感染拡大が続く中、大変心配しておりましたが実行委員会メンバーの熱意が伝

わったのか、多くの皆さんのご参加の下開催することが出来ました。 

皆さんにお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

今回のフェスタでは、全体のテーマを「Have a happy life～今、私にできること～」と題しまし

て、オープニングには、国内外で活躍されています山中恵理子さんの素晴らしいヴァイオリン演奏

を披露して頂き、基調講演には、福岡県男女共同参画センター「あすばる」センター長の神﨑智子

さんの「じぶんらしく生きるために」をテーマに男女共同参画社会の重要性について、ご自身の豊

富な知識と経験を踏まえ、解りやすい言葉でお話を頂きました。「男女共同参画社会の実現は、国の

男女共同参画社会基本法を根拠に、都道府県や市町村において条例や計画で決められている。実行

に移さなければならない」と強調していました。 

また、男女の役割に関する無意識の思い込み（アンコンシャスバイアス）が女性活躍の目を摘ん

でいることの現状をお話され、各人の意識改革が必要であることを強く訴えていました。時にユー

モラスに、大変面白くお話され、時間が経つのを忘れるくらいに有意義な講演でした。その後、神

﨑センター長をコーディネーターに、カフェ「むぎもん」オーナーの中尾加奈美さん、オンライン

講座プロヂューサーの寺尾健治さん、ショップ「手紙や」オーナーの松村松美さんの３人をお迎え

し、パネリストにパネルディスカッションを開催しました。午後からは、ステージイベントを開催

し、全国大会出場が決まっている青豊高校ダンス部の演技などが行われ、会場いっぱいの皆さんで

埋め尽くされました。 

 一方、同時開催の「ぽかぽかマルシェ in る～ぷるフェスタ」には朝から人だかりが出来、大変盛

況でした。２年ぶりの「る～ぷるフェスタ」、皆さんのご協力により、成功裏に終了することが出来

たと思っております。改めてお礼を申し上げます。 

 

 

オープニング
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今年の日本は、全体で調査対象となった１４６ヶ国中１１６位と大変低い順位でした。昨年も 

１２０位、一昨年も１２１位と低い順位の常連国となっています。 

 

 教育分野は、１４６ヶ国中１位、そして健康分野は、長寿国日本６３位と健闘していますが、政治

参画・経済参画に女性の進出が大変遅れていることが全体の順位が低い原因です。 

  対象は下院の女性議員の数で、日本では衆議院の女性議員の数のことで、衆議院４６５人中４

６人、率にして９．９％と大変低い状況です。そして女性閣僚の数も対象で、日本は岸田内閣１９

人の閣僚中、女性が２人と大変少ないことから１３９位と低迷しています。 

  経済参画では、女性の労働参加率や女性管理職の割合、収入の格差などが対象ですが、女性の

割合が低く１２１位と下位に位置しています。 

  全体の上位を占めているのが北欧諸国です。１位がアイスランド、２位がフィンランド、      

３位がノルウェーとなっています。この３ヶ国は、特に女性の政治参画が進んでおり、ノルウェ

ーを除き、全て女性が首相です。ノルウェーも昨年までは、女性が首相を務め、閣僚の数について

も、男性より女性の数が上回っている状況です。 

また、日本は G7 先進７か国中、最下位、お隣の韓国は９９位、中国は１０２位と日本よりも上

位です。 

因みに、政治参画では、日本より下位の国には、イランやオマーンなどイスラム教徒の     

国々が多く、女性の社会参画に積極的でない国々が名を連ねています。全体の最下位は     

アフガニスタンでした。以上が「２０２２年版ジェンダー・ギャップ指数」を極々簡単に       

解説させて頂きました。 
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例えば、「血液型を聞いて、相手の性格を想像する 

ことがある」「親が単身赴任中と聞くと、まずは父親 

を思い浮かべる」「男性はパソコンに詳しい」「女性は 

家庭を優先する」など、皆さん思い浮かぶことはない 

でしょうか。アンコンシャス・バイアスは、誰にでも 

あって、あること自体が問題というわけではありませ 

ん。過去の経験や、見聞きしたことに影響を受けて、 

自然に培われていくため、アンコンシャス・バイアス 

そのものに良し悪しはありません。 

しかしながら、アンコンシャス・バイアスに気づかずにいると、そこから生まれた言動が、

知らず知らずのうちに、相手を傷つけたり、キャリアに影響を及ぼしたり、自分自身の可能

性を狭めてしまうなど、様々な影響があるため、注意が必要です。 

 

ここで、「“親が単身赴任中です”と聞くと、まずは「父親」を思い浮かべる」事例を考え

てみましょう。 

「まずは、父親を思い浮かべる」ということ自体に良し悪しはありません。ただし、「単

身赴任という働き方を選択するのは、普通、父親だ」というアンコンシャス・バイアスに気

づかずに、単身赴任の母親に対して「え？母親なのに単身赴任？お子さん、かわいそうね・・・」

といった言動が、母親や家族を傷つけることになるかもしれません。また、性別で任せる仕

事を決めつけてしまい、成長やキャリアに影響が及ぶとも限りません。アンコンシャス・バ

イアスから生まれる言動には、「普通そうだ」「こうあるべきだ」「どうせ無理だ」といった、

決めつけや押し付けが挙げられます。どうか、今日からよく考えて行動してみて下さい。 

 

「アンコンシャス・バイアス（unconsciousbias）のことをご存じですか。 

「アンコンシャス（unconscious）＝無意識」と「バイアス（bias）＝偏見」の二つ
の単語から構成されており、アンコンシャス・バイアスとは「無意識の偏見」「無意識の
思い込み」という意味です。本人が気づいていない、偏ったものの見方や歪んだ認知の
ことを指し、多くは過去の経験や周囲の意見、日々接する情報から形成されます。 
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＊る～ぷるのシンボルマークは・・・＊＊ 

 
 
明日へ羽ばたこうとする蝶の羽の力強さに、人々

を重ねコスモスの花に拠点を表現。多くの人々が集
い交流を深め、様々な個性と能力が発揮できるよう
エンパワーメントし、男女共同参画社会づくりの大
切な拠点になるようにと願いを込めています。 

開設１周年記念に公募により決まりました。 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈予約・お問い合わせ先〉 

子育て女性就職支援センター 

    093-5３３-6６３７ 

 

相談日の 2 日前までに申し込みください。 

 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる 

 
 
 
 
 

 
開館時間  月～金曜日／午前８時３０分から午後５時まで 

＊イベントの場合は、土・日・祝日も開館します 
休  館  日  土･日曜日、祝日、 

年末年始（12 月 29 日～１月３日） 
✽研修室の利用について詳しくは、センターまで 
ご相談ください 

 
 

 
 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 

 

 
 

 

行橋市男女共同参画センター 

る～ぷる 

＊＊愛称の“る～ぷる”とは・・・＊＊ 
 
ループ（輪）とピープル（人々）をあわせた造語で、 
人々が輪になって手をつなぎ、お互いが思いやりの 
気持ちを持ち、明るいまちになるように、との願いが 
こめられています 

〒824-0005  
行橋市中央 1-９-３ コスメイト行橋１階   
TEL/FAX:0930-26-2232  

E-mail:d-center@tea.ocn.ne.jp 

  ～行橋市男女共同参画センター講座案内～ 

◆ 市民企画講座 ◆ 

一般社団法人 W ハート K＆M 主催講座 

★「みちあそび」ってなに!?行橋初「みちあそび」を

やってみよう!! 

① 令和４年９月 1 日（木）10:00～12:00 

会場：行橋研修センター 

② 令和４年１０月８日（土）1３:00～1５:00 

会場：行橋市オートキャンプ場 

講師：藤原浩美さん（With Wind 代表） 

ゆくはし男女共同地域づくり実行委員会主催講座 

★子どもの声を聴けていますか？アンコンシャス・ 

バイアスに気づこう！ 

令和５年 2 月１９日（日）１４：００～１６：００ 

講師：杉浦 しのぶさん 

（不登校保護者支援 えがおの会 代表） 

会場：行橋中央公民館１４号室 

◆「ワーク・ライフ・バランスセミナー」◆ 

令和５年２月８日（水）１４：００～１５：３０ 

講師：太刀山美樹さん（㈱MIKI・ファニット代表） 

会場：リブリオ行橋けやきホール 

★詳細は、市報又はホームページに掲載予定 

 

 

 

行橋合同就職説明会（予定） 

日時：１０月２３日（日）１３：００～１５：３０ 

会場：行橋商工会議所３階大研修室 
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令和４年１０月２８日（金）から３０日（日）の日程で、鳥取県倉吉市でコロナ禍の中、２年ぶり「日本女性

会議２０２２in 鳥取くらよし」が開催されました。全国各地から千人以上の方々が参加され、鳥取県立倉

吉未来中心をメイン会場に“smile in くらよし～だれもが共に笑顔になれる夢ある未来～”をテーマに

分科会や全大会が行われました。私、る～ぷるからも参加させて頂き、久しぶり対面での開催で大変有

意義な３日間でした。 

まず１日目は、分科会から始まり、７つの分科会が午前午後に分かれ、様々なテーマについて議論が行

われました。私も２つの分科会に参加し、午前は「性（いのち）の権利を伝えたい」をカタチにするには～

自分の心とからだを大切にする～をテーマに、産婦人科医の遠見才希子さんによる講演等があり、今の

性教育に対する課題や性教育に対する大人の思いが子どもたちへ与える影響について考えました。今の

性教育のタブーを超えた大変ざっくばらんなお話で、幼いころから少年期に応じた性教育の重要性につ

いて大変熱く語って頂きました。 

午後は女性活躍をテーマにした「女性が望む道を歩むためには」という分科会・パネルディスカッショ

ンに参加しました。この分科会は、パネリストに大山町（だいせんちょう）の女性町議会議員、自治会に女

性参画を促すためクオーター制を導入したご夫婦、地元鳥取銀行の女性支店長や専業農家のご夫婦、そ

して鳥取大学医学部の女子学生など幅広い分野の方々が登壇し、自分の経験や生き様を通じて、女性が

就きたい仕事や家庭、職場、地域でやりたいことにチャレンジでき、自分らしく生き生きと暮らせる社会

を実現するには、と２時間に亘って、熱い議論が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２０２２．１２ 

 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる情報紙 

（開会式） 

行橋市男女共同参画センター 
る～ぷる 発行：行橋市男女共同参画センター 

（分科会） 

（記念シンポジウム） 
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２日目の全大会は、オープニングに続き、開会式が行われ、地元の広田市長や鳥取県の平井知事の挨

拶の後に、内閣府男女共同参画局の岡田恵子局長から「男女共同参画に関する最新状況」という内容の

基調報告がありました。日本では、「政治分野」「経済分野」への女性参画が非常に遅れていることや、 

コロナの感染拡大による女性への影響が深刻であることなど、現状と課題が報告され、今後とも、国を

挙げて取り組む必要性について説明がありました。 

基調報告の後は、地元福岡県柳川市出身の大関琴奨菊、現在の秀ノ山親方と俳優でタレントの上地

雄輔さんによる「未来に向けて若い世代への応援メッセージ」と題しての特別公演・トークショーがあり

ました。二人は親友らしく、出会いから今日までの付き合いや、断髪式のこと、今日までの体験談など、

多岐に亘って大変ユーモアあふれる素晴らしいトークショーでした。 

午後からは、”弱者が弱者のままで尊重される社会とは？”をテーマに記念シンポジウムが開催され

ました。その後、閉会式が行われ日程を終了いたしました。 

 

ところで、倉吉市を少しだけ紹介しますと、鳥取県中部に位置する人口４万５千人余りの市で、江戸時

代は倉吉藩の城下町として栄え、今でも倉吉白壁土蔵群が保存され、城下町、陣屋町として栄えた風情

ある町並みが残されております。酒蔵や町家・土蔵を改装したお店が立ち並び、大変素敵なしっとりと

落ち着いた町というイメージを持ちました。以上が、私のくらよし出張録でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（倉吉白壁土蔵） 

 
（打吹山） 

 

鳥取県の中心部にある倉吉市。倉吉（くらよし）という地名は「暮らしよし」の言葉からできたという

説があります。当時の面影を残した古い歴史とポップカルチャーの新しい文化、豊かな自然に触れら

れる場所です。是非、みなさんも機会があったら訪れてみてください。 

倉吉白壁土蔵） 
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今年のテーマは「性暴力を、なくそう」です。女性に対する暴力の根絶に向けた国の取

り組みを紹介します。 

 

■女性に対する暴力をなくす運動 

女性に対する暴力（配偶者等からの暴力、性犯罪・性暴力、ストーカー行為、売買春、人身

取引、セクシャルハラスメントなど）は、重大な人権侵害であり、決して許されない行為です。 

国は、女性に対する暴力の予防と根絶に向けて、地方公共団体、 

女性団体及びその他の関係団体との連携・協力のもと、毎年 

１１月１２日から２５日までの２週間を「女性に対する暴力をなくす 

運動」として様々な活動を実施しています。 
 
 
■電話で相談するか迷われているあなたへ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                       （内閣府「共同参画」２０２２年１１月号より転載） 

★令和４年度「女性に対する暴力をなくす運動」街頭啓発キャンペーンが１１月１５日（火）に

JR 小倉駅で行われ、私も参加しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「あなたが望まない性的な行為は、性暴力です」。性暴力は、性別を問わず、被害者の尊厳を著しく傷

つける重大な人権侵害であり、決して許されるものではありません。「相手が望まない性的な行為は性

暴力」という認識を社会全体に広げていくことが何よりも大切なことです。 

毎年１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」 期間です！ 
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＊る～ぷるのシンボルマークは・・・＊＊ 

 
 
明日へ羽ばたこうとする蝶の羽の力強さに、人々

を重ねコスモスの花に拠点を表現。多くの人々が集
い交流を深め、様々な個性と能力が発揮できるよう
エンパワーメントし、男女共同参画社会づくりの大
切な拠点になるようにと願いを込めています。 

開設１周年記念に公募により決まりました。 

 

                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈予約・お問い合わせ先〉 

子育て女性就職支援センター 

    093-5３３-6６３７ 

 

相談日の 2 日前までに申し込みください。 

 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる 

 
 
 
 
 

 
開館時間  月～金曜日／午前８時３０分から午後５時まで 

＊イベントの場合は、土・日・祝日も開館します 
休  館  日  土･日曜日、祝日、 

年末年始（12 月 29 日～１月３日） 
✽研修室の利用について詳しくは、センターまで 
ご相談ください 

 
 

 
 
 
 
 
                             
 
 
 
 
 

 

 
 

 

行橋市男女共同参画センター 

る～ぷる 

＊＊愛称の“る～ぷる”とは・・・＊＊ 
 
ループ（輪）とピープル（人々）をあわせた造語
で、人々が輪になって手をつなぎ、お互いが思いや
りの気持ちを持ち、明るいまちになるように、との
願いがこめられています 

〒824-0005  
行橋市中央 1-９-３ コスメイト行橋１階   
TEL/FAX:0930-26-2232  

E-mail:d-center@tea.ocn.ne.jp 

  ～行橋市男女共同参画センター講座案内～ 

◆ 市民企画講座 ◆ 

ゆくはし男女共同地域づくり実行委員会主催講座 

★子どもの声を聴けていますか？アンコンシャス・ 

バイアスに気づこう！ 

令和５年 2 月１９日（日）１４：００～１６：００ 

講師：杉浦 しのぶさん 

（不登校保護者支援 えがおの会 代表） 

会場：行橋中央公民館１４号室 

◆る～ぷるエンパワーメント講座〈全３回連続講座〉◆ 

①リンパの仕組みと働き 

～何のためにリンパはあるの～ 

令和５年２月１７日（金）１０：００～１２：００ 

②セルフリンパケア 

～幸せボディの作り方～ 

令和５年２月２４日（金）１０：００～１２：００ 

③ボディリンパケア技術を学ぶ 

～誰かを癒す技を学ぶ～ 

令和５年３月１０日（金）１０：００～１２：００ 

講師：丸尾 陽実さん 

（日本メディケアリンパ協会 理事長） 

会場：行橋市男女共同参画センター 

“る～ぷる”研修室 

 定員：１５名程度（先着順） 

 参加費：無料 

★詳細は、市報又はホームページに掲載予定 
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   第１８回る～ぷるフェスタの開催が決定しました！ 

 

 

 
コロナ禍の中、皆さん、いかがお過ごしでしょうか。コロナの感染拡大が続く中、行動制限は

無くなったものの、マスク生活に不自由さを感じながら毎日の生活を過ごされているかと思い

ます。る～ぷるでは、昨年に続き「第１８回る～ぷるフェスタ」を開催することといたしました。   

行橋市の男女共同参画推進月間の６月１０日（土）に、今年は場所を「コスメイトゆくはし」に

移し、基調講演やステージイベント、マルシェ、また商工会議所駐車場にキッチンカーも出店し、

大変賑やかな開催となります。入場は無料です。 

今年の全体テーマは‘’シェアしてつながるハッピーライフ❣～笑って対話、家庭も地域も～

“と題しまして基調講演には、漫才師の中山まさともさんをお招きし、漫談を交えた「大切なの

は、いたわり・愛」を題目に講演を予定しております。是非楽しみにして下さい。 

また、オープニングには市内中学校吹奏楽部による演奏、ステージイベントには、今年もこの

地域の高等学校ダンス部や子どもたちによる華やかな演技を予定しております。 

どうぞご期待を！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

★★プログラム★★ 

9：30～     開場 

10：00～10：25 オープニング 

10：30～10：55 開会行事 

11：00～12：30 基調講演 

13：00～15：00 ステージイベント 

15：00      閉会 

～ぽかぽかマルシェ＆ 

   ステージイベント同時開催～ 

日時：令和５年６月１０日（土） 

10:00～15:00（開場 9：30） 

会場：コスメイト行橋 
 

《基調講演》 

演題 「大切なのは、いたわり・愛」 

講師 中山まさとも 氏 

（漫才師、講演家、 

オフィス星野トーオン高知校代表） 
～プロフィール～ 

1990 年、漫才コンビ「ビッグアップル」としてデ

ビュー。よしもとグランド花月シアター、テレビ、

CM などで活動。 

1996年、相方の引退を機に、妻つかさと夫婦漫

才コンビ「中山まさとも・つかさ」を結成。ほのぼ

のとした人当たりで「講演」「レポーター」「俳優」

など様々な分野で活動。 

大河ドラマ「龍馬伝」、フジテレビ「浅見光彦シ

リーズ」、NHK ドラマ「川獺」、映画「パーマネン

ト野ばら」などに出演。 

 

 

 

託児有 

(予約制) 

手話通訳

手話通訳

あり 

行橋市男女共同参画センターる～ぷる情報紙 

発行：行橋市男女共同参画センター 

 
 
 
２０２３．３ 

 

手話通訳

あり 
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２０２３年度（令和５年度）は、６名の講師をお招きし、５月から 7 月、９月、１１月、１月、３月の

６回にわたり、 を開催いたします。５月は西日

本シティ銀行執行役員広報文化部長小湊真美さんをお招きし、『自分のキャリアについて考え

る～女性活躍について～』ご自分の体験などを踏まえての内容で、これからの自分自身の人生

を生きる中で大変参考になるお話です。 

７月は大川市にある若波酒造の製造統括、いわゆる「杜氏」、それも女性杜氏の若き今村友

香さんによる『ピンチは何よりのストーリー』、様々な困難こそ、乗り越えたときに何よりのスト

ーリーになるという男性社会での実体験を中心にお話をされます。どうぞご期待ください。そ

のほか、様々な分野でご活躍の講師をお招きしています。日時、テーマ等、決まり次第市報等

でお知らせいたします。また会場は、いずれもコスメイト行橋「レクチャールーム」で、参加費無

料です。 

ここでは、５月、７月の講師の紹介をさせて頂きます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

【プロフィール】 
福岡市出⾝。⻄南学院⼤学商学部を卒業後 1990 年に旧福岡シティ銀⾏
に⼊⾏。2011 年 5 ⽉に太宰府⽀店の⽀店⻑に。⻄⽇本シティ銀⾏では
3 ⼈⽬の⼥性⽀店⻑に。2015 年 5 ⽉広報⽂化部⻑に就任。 

◇日時：2023 年 5 月 19 日(金)15:00～16:30 

 

◇日時：2023 年７月 21 日(金)15:00～16:30 

 

【プロフィール】 
⼤川市生まれ。2001(平成 13)年に「若波酒造」
に⼊社。2006(平成 18)年に若波酒造８代⽬杜氏
に就任。2008(平成 20)年には純米酒「若波 縁
(en)」が福岡国税局酒類鑑評会にて九州の⼥性
杜氏として初の優秀賞を受賞。 

 

講師：小湊 真美さん 
西日本シティ銀行執行役員 広報文化部長 

テーマ 

『自分のキャリアについて考える』～女性の活躍について～ 

講師：今村 友香さん 
若波酒造合名会社 製造統括「杜氏」 

テーマ 

『ピンチは何よりのストーリー』 
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３月８日は国際女性デーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際女性デーの成り立ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⽉ 8 ⽇は、国際⼥性デーです。 

「国際女性の日」は、国際婦人年である１９７５年３月８日

に国連で提唱され、その後、１９７７年の国連総会で議決さ

れました。日本では、３月８日に、男女共同参画担当大臣

が、国連女性の日に寄せてメッセージを発出しています。ま

た３月８日は、「ミモザの日」とも呼ばれ、黄色いミモザの花

がシンボルとして親しまれています。 

 

1904 年 3 月 8 日、ニューヨークで女性労働者が婦人参政権

を要求してデモを起こしたことを起源とし、1910 年のコペン

ハーゲンでの国際社会主義会議にて「女性の政治的自由と平

等のために戦う日」と提唱したことから始まりました。 

  1975 年に国連がこの日を国際女性日と定め、女性への差

別撤廃と女性の地位向上を訴えています。イタリアでは、この

日は「Festa Della Donna（フェスタ デラ ドンナ＝女性の

日）」とされ、男性が日ごろの感謝を込めて、母親や奥さん会

社の同僚などにミモザを贈ります。このことから「ミモザの日」

とも呼ばれるようになりました。 
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＊る～ぷるのシンボルマークは・・・＊＊ 

 
明日へ羽ばたこうとする蝶の羽の力強さに、人々

を重ねコスモスの花に拠点を表現。多くの人々が集
い交流を深め、様々な個性と能力が発揮できるよう
エンパワーメントし、男女共同参画社会づくりの大
切な拠点になるようにと願いを込めています。 

開設１周年記念に公募により決まりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜予約・お問合せ先＞ 

子育て女性就職支援センター 

TEL ０９３－５３３－６６３７ 

※相談日の２日前までにお申し込み下さい。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆行橋市男女共同参画センターる～ぷる 
〒824-0005  

行橋市中央 1-９-３ コスメイト行橋１階   
TEL/FAX:0930-26-2232  

E-mail:d-center@tea.ocn.ne.jp 

＊＊愛称の“る～ぷる”とは・・・＊＊ 
 
ループ（輪）とピープル（人々）をあわせた造語で、
人々が輪になって手をつなぎ、お互いが思いやりの気
持ちを持ち、明るいまちになるように、との願いがこ
められています 

～行橋市男女共同参画センター講座案内～ 

◆企画募集◆ 

市民企画講座（募集中） 

 男女共同参画社会の実現に関心を持ち、行橋

市で活動する団体およびグループが行う講座

を２企画募集。 

＊募集期間 ６月１日～６月３０日 

◆就業支援講座◆ 

医療事務講座（全２４回 60 時間） 

９月～1１月（火・金）9：3０～１2：００ 

・受講料１1，５００円（予定） 

・別途教材費・受験料 1５，０００円（予定） 

（医科 3 級医療事務技能検定試験３級） 

＊詳細は、7 月１５日号の市報に掲載予定 

◆る～ぷる主催講座◆ 

「エンパワーメント講座」（予定） 

９月からは、「わたし磨き講座」「パパ・ママ

子育て講座」「ワークライフバランスセミナ

ー」など、様々な講座を予定しております。開

催日時等は、決まり次第、市報・ホームページ

に掲載します。 

開館時間 月～金曜日/午前８時３０分から午後５時まで 

＊イベント開催の場合は、土・日、祝日も会館します。 

休 館 日 土・日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）  

＊研修室のご利用について詳しくは、センターまで 

お問合せ下さい。 
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